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B －173　 上 海 府 地 方 の 民 俗 服 飾
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県 村 上 市 上 海 府 地 方 で は 比 較 的 古 い 形 態 の 民 俗 服 飾 が 温 存 さ れ て い るo 山

藤 布 衣 や、 そ の 地 方 ○ 生 活 史 的 背 景 に つ い て は す で に 報 告 しit  ･≫ 、 こ £   で

主 要 な 生 業 ■c i> る 田 仕 事 、 畠 仕 事 な ど 農 作 業 時 ０ 仕 事 着 を と!?4. げ 、 そ ○

ど の 特 徴|C    つ い て 考 察 す る 。

48 年 か ら 現 在 にい た る 十 数 回 ０ 現 地 採 訪 で 得 た 資 料 を も と に 考 察 す る 。

的 に は 上 衣、 下 衣 と%  ほit 同 一 種 類 ０ 衣 服 を 着 用 す る。 即 ち シ･ヤ ヅ 、 モ モ

、 ミ Ｚ` パ マ エ カ ケ、 オピ 次 どで あ! ）、 夏 に は ツ ヅ レ か 除 か れ 、･i   た 寒 さV.

a.   バ>/    、 ／ヽ y  チ ヤit ど が 重 ね着 さ れ るn  頭 に は 必 ずド モ コ モ を か ぷ る か 、

の 付 帯 物 、 履 物 は そ れ ぞ れK    t    I)若 干 異 な る Ｏ　し か し 同 ― り 衣 服 仝 用 い て

０ 種 類 に よ っ て 、 ま た 年 令 に よ っ て 着 装 の 方 法 を 変 え る な ど、 機 能 的 に あ

細 か い 配 慮 が 尨 さ れ て いi, 。 そ れ ら は一 村 の 様式* 形 づ く る が 、 時 代０ 変

て 、 そ の 形 式 を 残し な が ら も 推 移 し て い くＯ

B－174　イV ド の民瓶服 ジ ソり ーフ･r助 丿

丸 貳七 嘘た　O 松 本ヽ政 子　梅 本康 子　石 豪邁子

寥的　 インド<5 民族服|拷')  ー こ代象ざれひ り りr 緋 之うれ1  ･･ 1 （･i ″ンF` Si i匁

匹 了秀夕卜 多珠な民政服引i 菰し７い3  .    そ・丿iflロ）－ つハンデ'f  - ブ建4 グ享派にっ ‥て

捗 れ 行‥ バ 催VCi り 転ぐ レZ  f  むの釧 わ 便流 転 似 と い 口 。
れ^ヽ/ り り り ・` にHi--  りX 、視甦調t  ? 行‥、デリ ー躊昨報噴t 、護史

r?^ そ に 抑 リ リ ェー、猿えい

に ア榔 をれ レ 丈鰍 バ リ ー-K借, 硯叱 購へ<^ 4 ぺ 診 明 に 。

恢t　 ノリ ゲ々 ― 7" fl^A≒の民許賤ぼ、而ダパ今ス;  V  , か-- -Iラン, ト､しづfc ま4- い幻

ル バ9) ')、素;  r  球 μ 一匹 氏芦 肪りg" 哺^|  J ふ ふt  心 こ いリ州 し匹

素^t れ 哨i は 発生-£直 ゲーい･ い いVz-  1 抑 μ.  寡itr-n  Jti  n  圓や氏版・･欠む

り 支九 かろ-i ＝-と^.政略1  ? =t  が‘客%  n-。




